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佐
倉
市
の
現
状
と
課
題

 

 ＜
都
市
の
特
性
＞

 

○
 
東
京
都
心
か
ら
約

40
km
に
位
置
し
て
い
る
。

 

○
 
７
町
村
の
合
併
の
た
め
市
街
地
分
散
型
の
都
市
構
造
と
な
り
、
京
成
本
線
と

JR
総
武
本
線
に
沿
っ
た
市
街
地
に
分
散
し
て
い
る

商
業
施
設
や
公
共
施
設
に
よ
り
、
日
常
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
。

 

○
 
中
心
市
街
地
は
衰
退
し
大
規
模
商
業
施
設
が
な
い
た
め
、
買
い
回
り
品
の
購
買
力
は
市
外
に
流
れ
て
い
る
。

 

○
 
工
業
系
の
機
能
は
撤
退
が
見
ら
れ
る
が
、
成
田
空
港
を
に
ら
ん
で
物
流
系
施
設
の
立
地
が
進
ん
で
い
る
。

 

○
 
旧
市
街
地
の
面
整
備
は
未
着
手
だ
が
、
主
要
駅
で
区
画
整
理
に
よ
る
駅
周
辺
整
備
が
進
め
ら
れ
、
民
間
宅
地
開
発
に
よ
る
面
整
備

が
多
い
こ
と
か
ら
、
基
盤
の
整
備
状
況
は
良
い
。

 

○
 
佐
倉
城
址
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
武
家
屋
敷
な
ど
の
歴
史
的
な
観
光
資
源
な
ど
が
あ
り
、
日
帰
り
観
光
客
の
周
遊
が
見
ら
れ

る
。

 

 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 

○
 
佐
倉
市
の
面
積
は

10
3.

6k
㎡
で
、
人
口
は
約

17
.1
万
人
、
一
般
世
帯
数
は

6.
1
万
世
帯
で
あ
る
（

20
05
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）
。

19
90
年
以
降
の

15
年
間
で
人
口
は
約

18
％
、
一
般
世
帯
数
は
約

41
％
増
加
し
た
。

20
00
年
及
び

20
05
年
で
は
人
口
は
微
増

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
市
南
部
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

 

○
 
市
街
地
と
し
て
は
西
側
地
域
が
新
し
く
、
東
側
は

19
70
年
頃
か
ら
の
開
発
の
た
め
、
高
齢
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
西
側
地

域
の
住
民
は
都
内
へ
の
通
勤
者
が
多
い
。

 

○
 
西
側
地
域
で
も
、
中
志
津
の
角
栄
団
地
は

19
68
年
頃
か
ら
の
開
発
の
た
め
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
で
は

現
在
も
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
高
齢
化
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
。

 

 ＜
都
市
構
造
＞

 

○
 

D
ID
地
区
面
積
は
年
々
増
加
し
、

20
00
年
時
点
で
は
市
域
の
約

16
％
を
占
め
る
。
人
口
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
、

D
ID
人
口
密

度
も
上
昇
し
、

19
90
年
以
降
の

10
年
間
で
約

13
％
上
昇
し
て
い
る
。

 

○
 
７
つ
の
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
た
め
、
市
街
地
は
コ
ン
パ
ク
ト
だ
が
分
散
し
て
お
り
、
飛
び
地
の
市
街
地
が
多
い
。
ま
た
、
各
種

施
設
も
７
地
区
を
意
識
し
て
整
備
し
た
た
め
、
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

 

 ＜
中
心
市
街
地
＞

 

○
 

JR
総
武
本
線
と
京
成
本
線
の
間
に
中
心
市
街
地
が
あ
り
、
古
く
か
ら
の
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

 

○
 
京
成
佐
倉
駅
周
辺
の
中
心
商
店
街
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
顕
著
で
、
併
用
住
宅
の
多
い
商
店
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
な
っ

て
い
る
。

 

○
 
京
成
側
で
は
面
整
備
の
動
き
は
な
く
、

JR
側
は
基
盤
整
備
済
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
土
地
利
用
は
進
ん
で
お
ら
ず
、

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
用
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る
だ
け
の
状
況
に
あ
る
。

 

 ＜
住
居
系
＞

 

○
 
佐
倉
駅
に
至
近
の
都
心
居
住
型
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
人
気
が
高
く
即
日
完
売
で
あ
っ
た
。

 

○
 
分
譲
価
格
が
下
落
し
て
お
り
、
購
入
可
能
で
質
の
良
い
新
規
戸
建
住
宅
に
つ
い
て
も
需
要
が
あ
る
。
駅
至
近
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
い

 

し
、
駅
か
ら
若
干
距
離
が
あ
る
場
合
は
高
級
戸
建
住
宅
で
あ
れ
ば
、
依
然
と
し
て
需
要
が
存
在
す
る
。

 

○
 
染
井
野

(事
業
者
：
大
林
組
･
東
急
不
動
産

)は
高
級
住
宅
団
地
と
し
て

19
95
～

96
年
頃
に
開
発
さ
れ
、
リ
タ
イ
ア
層
の
転
入
が
進

ん
だ
。
こ
れ
ら
の
層
を
含
め
千
葉
都
民
と
い
わ
れ
る
層
は
身
近
に
図
書
館
や
公
民
館
な
ど
の
施
設
要
望
が
強
い
。

 

○
 
ユ
ー
カ
リ
が
丘
で
は
、
後
背
地
で
の
戸
建
住
宅
の
開
発
が
堅
調
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
寺
崎
で
地
盤
改
良
を
行
い
住
商
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

 

 ＜
商
業
系
＞

 

○
 
市
内
に
は
こ
れ
ま
で
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
な
く
、
購
買
力
は
成
田
、
船
橋
、
千
葉
、
印
西
に
流
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
寺
崎
の
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
大
規
模
商
業
施
設
が
整
備
さ
れ
た
。

 

○
 
日
常
品
を
扱
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
飛
び
地
と
な
る
市
街
地
ご
と
に
分
布
し
て
い
る
。

 

 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
第
一
・
二
・
三
工
業
団
地
は
い
ず
れ
も
埋
ま
っ
て
い
た
が
、
一
部
で
撤
退
が
見
ら
れ
る
。
底
地
を
所
有
し
た
ま
ま
で
、
日
立
が
撤

退
し
茂
原
に
移
転
し
た
。

 

○
 
佐
倉

IC
周
辺
は
物
流
効
率
化
法
に
よ
る
認
定
事
業
者
の
立
地
基
準

(５
km
圏
の
規
制
緩
和

)を
満
た
す
こ
と
に
な
り
、
成
田
空
港

を
に
ら
ん
で
物
流
施
設
が
立
地
し
て
き
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 
市
街
地
分
散
型
の
都
市
構
造
の
た
め
、
都
市
基
盤
の
効
率
性
は
低
く
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
市
街
地

ご
と
に
整
備
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 

○
 
そ
れ
ぞ
れ
の
市
街
地
で
は
概
ね
１

km
圏
に
商
業
系
土
地
利
用
が
あ
る
が
、
徒
歩
圏
と
し
て
は
若
干
長
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
開
発

時
期
の
関
係
で
団
地
単
位
で
高
齢
化
の
進
み
具
合
は
異
な
り
、
利
便
性
の
低
い
と
こ
ろ
で
の
高
齢
化
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
る
。
 

●
 
京
成
佐
倉
駅
と

JR
佐
倉
駅
の
２
駅
に
挟
ま
れ
た

(特
に
京
成
佐
倉
駅
近
く
の

)｢
中
心
市
街
地
｣
は
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
顕
著
で
、

併
用
住
宅
の
多
い
商
店
街
で
は
空
き
店
舗
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
の
街
並
み
を
活
か
す
中
で
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が

望
ま
れ
る
。
特
に
京
成
佐
倉
駅
か
ら
見
て
商
店
街
ま
で
は
急
な
上
り
坂
と
な
っ
て
お
り
、
垂
直
移
動
の
抵
抗
が
大
き
く
集
客
の
隘

路
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
開
発
か
ら
時
間
が
た
つ
｢
角
栄
団
地
｣
で
は
高
齢
化
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
駅
か
ら
１

km
程
度
に
あ
る
戸
建
住
宅
団
地
に
お
い

て
高
齢
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

 

○
 

19
75
年
頃
か
ら
開
発
さ
れ
た
｢
江
原
台
の
区
画
整
理
事
業
区
域
｣
で
は
要
望
し
た
新
駅

(計
画
な
し

)が
で
き
ず
、
車
利
用
の
若
年

世
代
が
転
入
し
た
が
、
徐
々
に
進
む
高
齢
化
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
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イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
接

し
た
工
業
団
地
 

市
街
地
を
貫
く
道
路
で

交
通
量
が
多
い
 

第
一
工
業
団
地
 

JR
駅
前
で
あ
る
が
密
度
は
高
く
な
い
 

商
店
街
 

京
成
本
線
志
津
駅
周
辺
の
古
い
市
街
地

 

ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
周
辺
 

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
シ
ネ
コ

ン
・
商
店
街
の
立
地
が
見
ら

れ
る
。
 

ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
周
辺
の
市
街
地

 

区
画
の
整
っ
た
市
街
地
が
ひ
ろ
が
り
、
ユ
ー

カ
リ
が
丘
駅
前
に
は
、
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
の
地
域
で
は
戸

建
住
宅
の
建
設
・
分
譲
が
な
さ
れ
て
い
る
。

角
栄
団
地
 

19
68
年
頃
か
ら
の
開
発
で
高
齢
化

が
進
む
。
比
較
的
敷
地
規
模
が
小
さ

な
区
画
で
、
小
規
模
ス
ー
パ
ー
な
ど

が
セ
ン
タ
ー
地
区
に
あ
る
が
、
商
店

の
撤
退
が
進
ん
で
い
る
。
 

干
拓
地
の
市
街
化
予
定
地
 

住
商
の
土
地
利
用
を
想
定
し
、
大
規
模
商
業
施
設
が
区

画
整
理
事
業
地
に
整
備
さ
れ
た
。

19
75
年
頃
か
ら
開

発
さ
れ
た
｢
江
原
台
の
区
画
整
理
事
業
区
域
｣
で
は
要

望
し
た
新
駅

(計
画
な
し

)が
で
き
ず
、
車
利
用
の
若
年

世
代
が
転
入
し
た
が
、
徐
々
に
進
む
高
齢
化
へ
の
対
応

が
必
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
 

臼
井
駅
周
辺
の
市
街
地

 

新
た
な
住
宅
供
給
地
と
し
て
、
基
盤

が
整
備
さ
れ
る
中
で
、
戸
建
住
宅
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
。

 

佐
倉
の
旧
市
街
地
 

京
成
佐
倉
駅
周
辺
に
は
史
跡
な
ど
が
多
く
、
来
訪

客
も
多
い
。
旧
市
街
は
丘
陵
上
に
形
成
さ
れ
、
起

伏
が
大
き
い
。
 

京
成
佐
倉
駅
と
J
R
佐
倉
駅
の
間
は
、
印
旛
沼
に
注

ぐ
高
崎
川
で
分
断
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
低
平
地
の

市
街
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
工
場
は
工
業
団
地

に
あ
り
、
住
工
混
在
は
な
い
。

 

●
京
成
佐
倉
駅
前
の
商
店
街
 

商
業
施
設
の
面
的
な
広
が
り
は
な
い
。
道
路
は
狭
く
、
傾
斜
地
に
あ
る
た

め
交
通
が
混
雑
し
て
い
る
。
京
成
佐
倉
駅
と

JR
佐
倉
駅
の
２
駅
に
挟

ま
れ
た

(特
に
京
成
佐
倉
駅
近
く
の

)｢
中
心
市
街
地
｣
は
人
口
減
少
、

高
齢
化
が
顕
著
で
、
併
用
住
宅
の
多
い
商
店
街
で
は
空
き
店
舗
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
の
街
並
み
を
活
か
す
中
で
中
心
市
街
地

の
活
性
化
が
望
ま
れ
る
。
特
に
京
成
佐
倉
駅
か
ら
見
て
商
店
街
ま
で

は
急
な
上
り
坂
と
な
っ
て
お
り
、
垂
直
移
動
の
抵
抗
が
大
き
く
集
客

の
隘
路
と
な
っ
て
い
る
。

 

第
三
工
業
団
地
 

第
二
工
業
団
地
 

京
成
電
鉄
本
線

京
成
佐
倉
駅

J
R
佐
倉
駅

J
R
総
武
本
線

染
井
野
は
高
級
住
宅
団
地
と
し
て

19
95
～

96
年
頃
に

開
発
さ
れ
、
リ
タ
イ
ア
層
の
転
入
が
進
ん
だ
。
こ
れ
ら

の
層
を
含
め
千
葉
都
民
と
い
わ
れ
る
層
は
身
近
に
図
書

館
や
公
民
館
な
ど
の
施
設
要
望
が
強
い
。
 

利
便
性
の
高
い
地
域
と
な
っ
た
が
、
農
地
が
残
り
基
盤

未
整
備
の
状
況
に
あ
る

 

佐
倉
城
址
公
園
 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
 

が
あ
る
。
 

佐
倉
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
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茂
原
市
の
現
状
と
課
題

 

 ＜
都
市
の
特
性
＞

 

○
 
東
京
都
心
か
ら
約

50
km
に
位
置
し
て
い
る
。

 

○
 
茂
原
駅
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
昭
和

30
・

40
年
代

(1
95

5～
19

74
年

)に
住
宅
団
地

(戸
建

)の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
間
に
あ

る
市
街
地
に
は
空
地
も
多
く
、
基
盤
も
未
整
備
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 

JR
外
房
線
茂
原
駅
周
辺
に
商
業
機
能
が
集
中
し
て
い
る
が
、
徐
々
に
国
道

12
8
号
沿
い
の
商
業
施
設
等
の
立
地
が
顕
著
に
な
っ

て
い
る
。

 

 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 

○
 
茂
原
市
の
面
積
は

10
0.

0k
㎡
で
、
人
口
は
約

9.
3
万
人
、
一
般
世
帯
数
は

3.
4
万
世
帯
で
あ
る
（

20
05
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）。

人
口
は

19
90
年
以
降
の

10
年
間
で
約

10
％
増
加
し
、

20
05
年
ま
で
の

5
年
で
は
横
這
い
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
構
造
＞

 

○
 
市
域
に
占
め
る

D
ID
地
区
面
積
の
割
合
は

9％
程
度
（

20
00
年
）
と
低
い
が
、
そ
の
範
囲
は
直
近
の

10
年
間
で

20
％
以
上
増

加
し
た
。
一
方
で
、

D
ID
人
口
密
度
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。

 

○
 
非
線
引
き
の
た
め
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
郊
外
化
を
抑
制
し
き
れ
て
い
な
い
。

 

○
 
市
街
地
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
は
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
用
途
地
域
外
で
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
駅
に
比
較
的

近
い
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
る
。

 

○
 
用
途
地
域
内
で
も
人
口
密
度
は
低
く
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
地
は
用
途
地
域
内
、
店
舗
・
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
の
立
地
は

用
途
地
域
外
が
想
定
さ
れ
る
。

 

 ＜
中
心
市
街
地
＞

 

○
 
中
心
市
街
地
か
ら
離
れ
て
い
る
市
役
所
周
辺
に
官
庁
系
施
設
が
立
地
し
て
お
り
、
か
つ
て
は
茂
原
駅
か
ら
市
役
所
ま
で
が
中
心
市

街
地
の
軸
と
な
っ
て
い
た
。

 

○
 
駅
前
再
開
発
ビ
ル
か
ら
大
規
模
小
売
店
舗
（
そ
ご
う
）
が
撤
退
し
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

 

○
 
中
心
市
街
地
で
は
、
店
を
閉
め
た
り
、
縮
小
し
て
郊
外
部
に
店
舗
展
開
を
し
て
い
る
状
況
も
あ
る
。

 

○
 
中
心
市
街
地
に
社
会
資
本
整
備
を
集
中
さ
せ
て
き
た
た
め
、
周
辺
部
か
ら
中
心
部
へ
の
道
路
は
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が
十
分
で

な
い
。

 

 ＜
住
居
系
＞

 

○
 
戸
建
住
宅
が
広
が
り
、
市
内
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
需
要
は
な
い
が
、
駅
周
辺
な
ら
可
能
性
は
あ
る
。

 

○
 
緑
町
や
中
の
島
町
な
ど
昭
和

30
･
40
年
代

(1
95

5～
19

74
年

)の
開
発
地
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

 

○
 
緑
ヶ
丘
で
は
転
出
が
見
ら
れ
、
空
き
家
も
出
て
き
て
い
る
。

 

 ＜
商
業
系
＞

 

○
 
中
心
市
街
地
か
ら
大
規
模
小
売
店
舗
が
撤
退
し
、
高
師
交
差
点
周
辺
な
ど
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

(バ
イ
パ
ス
沿
道
な
ど

)へ
の
商
業
施
設

の
立
地
が
進
ん
で
い
る
。

 

○
 
国
道

12
8
号
の
用
途
地
域
の
北
端
で
大
規
模
小
売
店
舗
の
立
地
が
進
ん
で
い
る
。

 

 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
茂
原
駅
の
近
く
に
工
業
系
土
地
利
用
が
み
ら
れ
､
優
良
企
業
が
立
地
し
て
い
る
。

 

○
 
日
立
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ズ
の
隣
接
地
で
大
型
の
新
設
工
場
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 
宅
地
需
要
は
緩
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
地
価
等
の
側
面
よ
り
駅
周
辺
な
ど
の
交
通
利
便
性
の
側
面
の
方
が
、
宅
地
需
要
を

規
定
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
駅
か
ら
徒
歩
圏
と
な
る
市
街
地
の
多
く
は
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
高
齢
化
が
進
み
人
口

密
度
も
低
い
状
況
の
中
で
住
環
境
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

 

○
 
茂
原
駅
周
辺
で
は
再
開
発
事
業
な
ど
社
会
資
本
整
備
を
集
中
さ
せ
て
き
た
が
、
大
規
模
小
売
店
舗
が
撤
退
す
る
な
ど
厳
し
い
商
業

環
境
に
あ
る
。
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
中
で
、
今
後
の
公
共
投
資
は
更
な
る
絞
込
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

 

○
 
鉄
道
が
南
北
に
通
り
、
茂
原
駅
か
ら
バ
ス
路
線
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

 

○
 
市
街
化
圧
力
が
低
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
土
地
利
用
は
比
較
的
整
然
と
し
て
い
る
が
、
道
路
整
備
に
よ
る
大
規
模
店
舗
の
立
地
と
、

こ
の
影
響
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
商
業
機
能
の
低
迷
が
見
ら
れ
る
。

 

●
 
｢
中
心
市
街
地
｣
で
は
事
業
者
の
高
齢
化
が
顕
著
で
、
再
投
資
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
再
開
発
を
行
い
大
規
模
店
を
誘
致

し
た
が
、
ア
ク
セ
ス
性
の
悪
さ
も
あ
り
、
そ
の
後
大
規
模
小
売
店
舗
は
撤
退
し
た
。
バ
ブ
ル
時
と
比
べ
て
大
幅
に
地
価
は
下
が
っ

た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
整
備
に
は
い
た
ら
ず
、
商
業
機
能
は
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

(バ
イ
パ
ス
沿
道
な
ど

)に
移
る
中
で
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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本
納
市
街
地
 

茂
原
工
業
団
地
 

三
井
化
学
千
葉
工
場
 

中
心
商
店
街
 

鉄
道
駅
東
側
の
白
地
地
域

 

宅
地
化
の
動
き
が
あ
る
。

 

鉄
道
駅
南
側
の
白
地
地
域

 

宅
地
化
の
動
き
が
あ
る
。

 

緑
町

 

昭
和

30
・

40
年
代

(1
95

5～
19

74
年

)の
開
発

で
高
齢
化
が
進
む
。
地
域
就
労
者
が
多
い
も
の

と
想
定
さ
れ
る
。

 

緑
ヶ
丘
団
地

 

千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
の
開
発
で
、
域
外

就
業
者
が
多
い
と
さ
れ
て
お
り
、
転
出
傾

向
が
み
ら
れ
、
空
家
も
出
て
き
て
い
る
。

民
間
ベ
ー
ス
で
、
病
院
･
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
･
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。

 

高
師
交
差
点
周
辺

 

国
道

12
8
号
と
主
要
地
方
道
千
葉
･

茂
原
線
の
交
差
部
に
あ
り
、
大
規
模

商
業
施
設
が
立
地
し
て
い
る
。
特
に

週
末
の
交
通
混
雑
が
顕
著
と
な
っ

て
い
る
。

 

●
｢
中
心
市
街
地
｣
で
は
事
業
者
の
高
齢
化
が
顕
著
で
、
再
投
資
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
再
開
発
を
行
い
大
規
模
小
売
店
舗
（
そ
ご
う
）

を
誘
致
し
た
が
、
ア
ク
セ
ス
性
の
悪
さ
も
あ
り
、
そ
の
後
撤
退
し
た
。

バ
ブ
ル
時
と
比
べ
て
大
幅
に
地
価
は
下
が
っ
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

整
備
に
は
い
た
ら
ず
、
商
業
機
能
は
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

(バ
イ
パ
ス
沿
道

な
ど

)に
移
る
中
で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

日
立
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ズ

 

隣
接
地
で
新
工
場
の
整
備
が
進
む
。

バ
イ
パ
ス
沿
道
な
ど

 

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
商
業
施
設

の
立
地
。
 

J
R
外
房
線

茂
原
駅
 

茂
原
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
 

中
の
島
町

 

昭
和

30
・

40
年
代

(1
95

5～
19

74
年

)の
開
発

で
高
齢
化
が
進
む
。
地
域
就
労
者
が
多
い
も
の

と
想
定
さ
れ
る
。
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藤
沢
市
の
現
状
と
課
題

 

＜
都
市
の
特
性
＞

 

○
 
相
模
湾
岸
の
中
央
に
位
置
す
る
。
東
京
都
心
か
ら

50
km
圏
に
位
置
す
る
。

 

○
 
首
都
圏
近
郊
の
好
環
境
の
住
宅
地
、
江
の
島
・
湘
南
海
岸
を
も
つ
観
光
地
、
慶
応
大
学

SF
C
（
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
）
等
大

学
が
立
地
す
る
文
教
都
市
、
市
民
の
文
化
活
動
が
活
発
な
文
化
都
市
等
、
多
様
な
機
能
を
も
つ
湘
南
の
中
核
都
市
で
あ
る
。

 

○
 
古
く
は
門
前
町
・
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

JR
東
海
道
線
、
小
田
急
線
、
江
ノ
島
電
鉄
が
乗
り
入
れ
て
い
る
藤
沢
駅
前
に

は
、
百
貨
店
等
の
商
業
機
能
が
集
積
し
て
い
る
。

 

 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 

○
 
藤
沢
市
の
面
積
は

69
.5

k
㎡
で
、
人
口
は
約

39
.6
万
人
、
一
般
世
帯
数
は

16
.1
万
世
帯
で
あ
る
（

20
05
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）
。

19
90
年
以
降
の

15
年
間
で
、
人
口
は
約

13
％
、
一
般
世
帯
数
は
約

30
％
増
加
し
た
。

 

○
 
東
海
道
線
よ
り
も
海
側
の
地
区
で
人
口
密
度
が
高
い
。

 

○
 
市
街
地
以
外
の
、
慶
応
大
学
周
辺
も
含
む
市
の
多
く
の
地
区
で
、

30
～

34
歳
コ
ー
ホ
ー
ト
の
特
化
係
数
が
高
い
。

 

○
 

19
92
年
以
降
、
一
貫
し
て
転
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。
特
に

20
00
年
以
降
の
転
入
超
過
が
著
し
く
、
年
間

2,
00

0
人
を
越
え

る
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 

19
60
年
代
の
人
口
増
加
が
目
立
っ
て
大
き
い
も
の
の
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
人
口
増
で
あ
っ
た
都
市
で
あ
る
。

 

○
 

20
05
年
人
口
を
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
に
団
塊

Jr
を
含
む
コ
ー
ホ
ー
ト
（

30
～

34
歳
）
が
団
塊
世
代
を
含
む
コ

ー
ホ
ー
ト
よ
り
も
多
い
。

 

 ＜
都
市
構
造
＞

 

○
 

19
90
年
以
降
、

D
ID
地
区
面
積
は
ほ
ぼ
横
這
い
で
推
移
し
（

20
00
年
時
点
で
市
域
の
約

66
％
を
占
め
る
）
、

D
ID
人
口
密
度

は
若
干
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
に
既
存
市
街
地
に
お
い
て
人
口
が
増
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

○
 
南
北
に
長
い
市
域
の
南
部
に
国
道

1
号
、
湘
南
バ
イ
パ
ス
が
横
断
し
て
い
る
。

 

○
 

JR
東
海
道
本
線
（
辻
堂
駅
・
藤
沢
駅
）
、
小
田
急
電
鉄
江
ノ
島
線
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
複
数
の
軌
道
系
交
通
機
関
が
市
内
各

地
を
東
西
・
南
北
に
縦
横
断
し
て
い
る
。
東
海
道
本
線
藤
沢
駅
周
辺
に
商
業
施
設
等
が
集
積
し
て
い
る
。

 

○
 
市
域
の
南
側
に
相
模
湾
を
擁
す
る
。
湘
南
海
岸
や
江
ノ
島
と
い
っ
た
優
れ
た
景
勝
地
を
有
す
る
。

 

○
 
市
域
西
部
に
大
規
模
に
開
発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
湘
南
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
）
が
位
置
す
る
。

 

 ＜
中
心
市
街
地
＞

 

○
 

JR
東
海
道
本
線
・
小
田
急
線
藤
沢
駅
周
辺
は
、
広
域
的
に
人
を
集
め
る
商
業
施
設
（
さ
い
か
屋
等
）
と
業
務
施
設
に
伴
う
交
通

量
が
多
く
、
マ
イ
カ
ー
の
利
用
増
や
集
中
型
の
道
路
事
情
と
相
ま
っ
て
、
道
路
交
通
の
効
率
低
下
と
自
動
車
の
輻
輳
に
よ
っ
て
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

 

 ＜
住
居
系
＞

 

○
 
団
塊
世
代
が
特
に
多
い
地
区
は
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
と
し
て
分
散
し
て
い
る
。

 

○
 

JR
東
海
道
線
よ
り
も
海
側
に
お
い
て
、
す
で
に
高
齢
化
が
全
国
平
均
以
上
に
進
行
し
て
い
る
。

 

 

 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
藤
沢
市
の
一
人
当
た
り
農
業
生
産
額
、
同
製
造
品
出
荷
額
、
同
小
売
業
販
売
額
は
、
全
て
神
奈
川
県
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。

神
奈
川
県
と
の
格
差
は
、
農
業
生
産
額
及
び
小
売
業
販
売
額
で
横
這
い
、
製
造
品
出
荷
額
で
縮
小
傾
向
に
あ
る
。

 

○
 
一
次
産
業
を
除
い
て
就
従
比
は

1.
0
を
下
回
っ
て
お
り
、
就
業
者
が
市
外
へ
通
勤
し
て
い
る
状
況
が
分
か
る
。
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
的

な
傾
向
が
あ
る
。

 

○
 
一
方
、
市
内
に
は
、
複
数
の
工
業
団
地
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
い
す
ゞ
自
動
車
（
藤
沢
工
場
）、
日
本
精
工
（
藤
沢
工
場
）、
武
田

薬
品
工
業
（
湘
南
工
場
）
な
ど
大
手
企
業
の
工
場
も
立
地
し
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 
時
期
の
異
な
る
大
規
模
開
発
地
が
あ
り
、
一
時
期
に
大
量
に
転
入
し
開
発
と
人
口
の
張
り
付
き
が
順
調
（
計
画
ど
お
り
に
）
進
ん

だ
地
区
ほ
ど
問
題
は
顕
在
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
郊
外
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
形
態
は
、
持
借
、
建
て

方
、
開
発
主
体
等
が
多
様
で
あ
る
。

 

○
 
古
く
か
ら
の
市
街
地
で
は
、
細
街
路
が
多
く
、
防
災
上
の
課
題
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
の
み
ど
り
の
保
全
も
課
題
で
あ

る
。

 

○
 
大
規
模
工
場
の
操
業
停
止
や
市
外
転
出
が
相
次
い
で
い
る
た
め
、
土
地
利
用
転
換
へ
の
対
応
を
計
画
的
に
図
り
、
産
業
基
盤
の
再

構
築
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

○
 
通
過
交
通
を
処
理
す
る
幹
線
道
路
や
高
速
道
路
に
ア
ク
セ
ス
す
る
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

●
 
郊
外
の
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
湘
南
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
）
等
に
お
け
る
、
退
職
者
に
よ
る
知
的
生
産
拠
点
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

 

○
 

JR
辻
堂
駅
北
口
周
辺
地
区
に
お
け
る
、
大
規
模
工
場
転
出
に
伴
う
土
地
利
用
機
能
の
更
新
と
都
市
再
生
事
業
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

 

○
 
藤
沢
駅
北
口
周
辺
地
区
に
お
け
る
商
業
の
活
性
化
や
都
市
機
能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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工
場

工
場

工
場

工
場

工
業
団
地

工
業
団
地

工
場

工
場

工
場

 

低
層
住
宅
団
地

 

区
画
整
理

区
画
整
理
 

区
画
整
理

区
画
整
理

低
層
住
宅
団
地

 

中
層
団
地

低
層
住
宅
地

区
画
整
理

藤
沢
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
 

J
R
東
海
道
本
線

藤
沢
駅

小
田
急
江
ノ
島
線 江
ノ
島
電
鉄
線

農
業
が
盛
ん
で
、
生
産
品
目
は
野
菜
、
植
木
、

養
豚
な
ど
が
中
心
の
都
市
型
農
業
。
本
市
の
農

業
振
興
地
域
と
し
て
農
業
基
盤
整
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
 

大
規
模
に
整
備
さ
れ
た
住
宅
団
地
（
湘
南
ラ
イ

フ
タ
ウ
ン
）
。
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
、
湘
南

大
庭
市
民
セ
ン
タ
ー
、
商
業
施
設
（
ジ
ャ
ス
コ
、

東
急
・
ド
イ
ト
等
）
が
立
地
。
保
健
・
医
療
・

福
祉
を
一
体
化
し
た
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
も

立
地
。
JR
東
海
道
線
辻
堂
駅
か
ら
バ
ス
で
１

０
分
程
度
要
す
る
。
 

●
郊
外
の
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
湘
南
ラ
イ

フ
タ
ウ
ン
）
等
に
お
け
る
、
退
職
者
に
よ
る
知

的
生
産
拠
点
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

辻
堂
駅
周
辺
地
区
は
、
辻
堂
と
藤
沢
の
中
間
に

湘
南
モ
ー
ル
ビ
ル
が
完
成
し
、
大
き
く
影
響
を

受
け
た
。
従
来
は
最
寄
型
商
店
街
の
傾
向
が
よ

り
強
か
っ
た
が
、
逆
に
買
回
品
の
購
買
割
合
が

増
え
た
。
 

ま
た
、
踏
切
地
下
通
路
の
完
成
に
よ
り
分
断
状

況
が
少
し
改
善
さ
れ
た
が
、
自
動
車
の
交
通
量

が
増
加
し
て
、
交
通
混
雑
の
回
避
の
た
め
自
家

用
車
で
の
来
街
割
合
が
減
少
。
 

大
規
模
工
場
転
出
に
伴
う
土
地
利
用
機
能
の

更
新
と
都
市
再
生
事
業
の
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
 

台
地
と
谷
間
の
入
り
組
ん
だ
地
形
と
な
っ
て

お
り
、
斜
面
地
に
広
が
る
住
宅
地
で
は
、
移
動

に
不
便
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た

工
業
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
斜
面
地
で
は

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
進
ん
だ
経
緯
が
あ
る
。
 

活
気
の
あ
る
中
心
市
街
地
。

JR
東
海
道
本

線
・
小
田
急
線
藤
沢
駅
周
辺
は
、
広
域
的
に
人

を
集
め
る
商
業
施
設
（
さ
い
か
屋
等
）
と
業
務

施
設
に
伴
う
交
通
量
が
多
く
、
マ
イ
カ
ー
の
利

用
増
や
集
中
型
の
道
路
事
情
と
相
ま
っ
て
、
道

路
交
通
の
効
率
低
下
と
自
動
車
の
輻
輳
に
よ

る
歩
行
者
の
危
険
性
が
増
し
て
い
る
。
ま
た
、

商
業
の
活
性
化
や
都
市
機
能
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
 

大
半
が
低
層
住
宅
地
で
あ
り
、
比
較
的
緑

も
多
い
閑
静
な
住
宅
市
街
地
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
 

許
諾
番
号
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０
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号
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厚
木
市
の
現
状
と
課
題

 

＜
都
市
の
特
性
＞

 

○
 
神
奈
川
県
中
央
部
、
東
京
都
心
か
ら
約

50
km
に
位
置
す
る
。

 

○
 
江
戸
期
よ
り
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
、

20
02
年
度
よ
り
特
例
市
と
な
っ
た
。

 

○
 
東
名
高
速
道
路
厚
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
小
田
原
厚
木
道
路
、
国
道

24
6
号
、
国
道

12
9
号
な
ど
の
広
域
幹
線
道
路
の
完
成

等
に
伴
い
、
県
央
の
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
き
た
。
公
共
交
通
網
は
鉄
道
駅
が
市
の
南
東
部
に
偏
っ
て
お
り
、
駅
を
中
心
と
す
る

バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

 

○
 
こ
の
優
れ
た
立
地
条
件
も
あ
り
、
研
究
開
発
や
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
集
積
。
首
都
圏
の
業
務
核
都
市
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

 

 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 

○
 
厚
木
市
の
面
積
は

93
.8

k
㎡
で
、
人
口
は
約

22
.2
万
人
、
一
般
世
帯
数
は

9.
0
万
世
帯
で
あ
る
（

20
05
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）。

19
90
年
以
降
の

15
年
間
で
、
人
口
は
約

13
％
、
一
般
世
帯
数
は
約

31
％
増
加
し
た
。

 

○
 

19
60
年
代
、

19
70
年
代
の
人
口
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。

 

○
 

20
05
年
人
口
を
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
に
団
塊

Jr
を
含
む
コ
ー
ホ
ー
ト
（

30
～

34
歳
）
が
団
塊
世
代
を
含
む
コ

ー
ホ
ー
ト
よ
り
も
多
い
。

 

○
 
駅
周
辺
及
び
郊
外
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て
人
口
密
度
が
高
い
。
特
に
開
発
時
期
の
古
い
地
区
に
お
い
て
密
度
の
高
い
地
区
が
点

在
す
る
。

 

○
 

30
～

34
歳
コ
ー
ホ
ー
ト
が
多
い
地
区
は
、
駅
の
周
辺
及
び
事
業
所
集
積
の
周
辺
で
あ
る
。

 

○
 

19
92
年
以
降
、

19
94
年
を
除
い
て
、
転
入
超
過
と
な
っ
て
い
た
が
、

20
02
年
は
転
出
超
過
に
転
じ
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
構
造
＞

 

○
 

D
ID
地
区
面
積
は

19
90
年
以
降
の

10
年
間
で
約

17
％
増
加
し
、

20
00
年
に
は
市
域
の

30
％
を
占
め
る
。
同
期
間
に
お
い
て

D
ID
人
口
密
度
は
横
這
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

D
ID
地
区
が
均
質
に
範
囲
を
拡
大
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

 

○
 
厚
木
市
の
都
市
化
は
、
東
名
高
速
道
路
や
国
道

24
6
号
な
ど
の
幹
線
道
路
の
完
成
と
と
も
に
急
速
に
進
展
。
人
口
集
中
地
区
の

多
く
は
、
小
田
急
電
鉄
小
田
原
線

 本
厚
木
駅
周
辺
か
ら
国
道
・
県
道
、
河
川
沿
い
に
放
射
状
に
延
び
て
い
る
。

 

 ＜
中
心
市
街
地
＞

 

○
 

19
99
年
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
厚
木
市
全
体
で
は
、
商
業
小
売
販
売
額
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
中

心
市
街
地
が
占
め
る
割
合
は
低
下
し
て
お
り
、
郊
外
部
へ
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
出
店
、
中
心
部
の
交
通
渋
滞
や
駐
車
場
不
足
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き
れ
な
い
商
店
、
権
利
関
係
か
ら
長
期
に
わ
た
り
空
き
店
舗
に
な
っ
て
い
る
ビ
ル
等
の
存
在
等
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ＜
住
居
系
＞

 

○
 
団
塊
世
代
は
郊
外
の
独
立
型
住
宅
団
地
に
多
く
居
住
し
て
い
る
（
一
部
鳶
尾
団
地
内
に
団
塊
世
代
と

Jr
世
代
が
と
も
に
特
化
係

数
の
高
い
地
区
が
存
在
す
る
）
。

 

○
 
郊
外
団
地
が
立
地
す
る
地
区
に
お
い
て
は
、
現
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
は
未
だ
全
国
平
均
を
下
回
る
水
準
で
あ
る
が
、
団
塊
世
代

に
つ
い
て
は
多
く
居
住
す
る
地
区
で
あ
る
た
め
、
今
後
急
速
に
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

 

 

 ＜
商
業
系
＞

 

○
 
小
田
急
電
鉄
小
田
原
線

 本
厚
木
駅
周
辺
に
お
け
る
再
開
発
事
業
を
中
心
に
高
度
利
用
、
基
盤
整
備
に
よ
る
拠
点
づ
く
り
を
進
め
、

県
央
の
中
心
都
市
と
し
て
高
い
商
業
集
積
を
み
せ
て
い
る
。

 

○
 
近
接
都
市
へ
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
進
出
に
よ
る
都
市
間
・
地
域
間
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

 

 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
厚
木
市
の
一
人
当
た
り
農
業
生
産
額
、
同
製
造
品
出
荷
額
、
同
小
売
業
販
売
額
は
、
全
て
神
奈
川
県
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。

特
に
、
一
人
当
た
り
小
売
業
販
売
額
に
つ
い
て
は
、
水
準
は
横
這
い
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
県
水
準
と
の
格
差
は
拡
大
傾
向
に

あ
る
。

 

○
 
産
業
分
類
別
従
業
者
数
の
特
化
係
数
（
厚
木
市
産
業
別
従
業
者
シ
ェ
ア
／
神
奈
川
県
産
業
別
従
業
者
シ
ェ
ア
）
か
ら
み
る
と
、
厚

木
市
の
従
業
構
造
に
大
き
な
偏
り
が
な
く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産
業
構
造
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

 

○
 
製
造
業
、
流
通
業
に
つ
い
て
は
、
内
陸
工
業
団
地
、
尼
寺
工
業
地
域
や
東
名
高
速
道
路
厚
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
な
ど
の
郊

外
部
に
集
積
し
て
い
る
。

 

○
 
農
業
に
つ
い
て
は
、
都
市
化
の
進
展
や
後
継
者
問
題
で
農
地
は
減
少
す
る
一
方
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
そ
の
利
活
用
を
含
め
た

対
策
が
要
る
（
農
業
へ
の
法
人
参
入
、
農
業
者
と
都
市
住
民
と
の
交
流
な
ど
）
。

 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 
国
道

12
9
号
は
、
市
の
南
部
で
東
名
高
速
道
路
及
び
小
田
原
厚
木
道
路
と
結
節
し
て
お
り
、
国
道

12
9
号
、
国
道

24
6
号
バ
イ

パ
ス
の
交
通
量
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
放
射
状
道
路
と
の
交
点
で
の
交
通
混
雑
が
著
し
い
。
ま
た
本
厚
木
駅
周
辺
で
も
交
通
の
混

雑
が
激
し
い
。

 

○
 
国
道

12
9
号
、
国
道

24
6
号
バ
イ
パ
ス
や
駅
前
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
郊
外
の
住
区
ご
と
の
近
隣
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、

高
齢
者
の
買
い
物
等
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
中
心
部
へ
の
交
通
の
集
中
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
 

○
 
駅
か
ら
離
れ
た
市
街
地
で
は
、
農
地
や
住
宅
以
外
の
用
途
と
住
宅
が
混
在
す
る
場
合
が
あ
る
。

 

○
 
駅
か
ら
バ
ス
ア
ク
セ
ス
等
が
必
要
な
郊
外
団
地
（
鳶
尾
団
地
等
）
に
お
い
て
高
齢
化
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

 

●
 
団
塊
世
代
が
多
く
入
居
し
て
い
る
、
昭
和

50
年
代
（

19
75
年
～

19
84
年
）
に
完
成
し
た
団
地
、
特
に
駅
か
ら
離
れ
た
独
立
型

の
団
地
に
お
け
る
住
区
サ
ー
ビ
ス
を
、
い
か
に
維
持
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
郊
外
部
（
国
道
沿
い
な
ど
）
で
無
秩
序
な
印
象
を
与
え
る
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店
舗
と
工
業
系
事
業
所
が
混
在
す
る
土
地
利
用
の
整

序
と
幹
線
道
路
を
活
用
し
た
土
地
利
用
の
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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厚
木
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
 

●
鳶
尾
団
地
。
小
田
急
電
鉄
小
田
原
線

 本
厚
木
駅
北

口
か
ら
約
3
5
分
を
要
す
る
。
団
塊
世
代
の
特
化
係
数

が
高
く
、
今
後
急
速
に
高
齢
化
が
進
展
す
る
も
の
と

見
込
ま
れ
る
。
団
塊
世
代
が
多
く
入
居
し
て
い
る
、

昭
和

50
年
代
（

19
75
年
～

19
84
年
）
に
完
成
し
た

団
地
、
特
に
駅
か
ら
離
れ
た
独
立
型
の
団
地
に
お
け

る
住
区
サ
ー
ビ
ス
を
、
い
か
に
維
持
す
る
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
 

七
沢
森
林
公
園
に
隣
接
し
 

住
環
境
の
よ
い
森
の
里
団
地
 

日
産
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
日

産
先
行
開
発
セ
ン
タ
ー
、
N
T
T
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
等
研
究
開
発

機
関
が
集
積
 

整
備
さ
れ
た
住
宅
団
地
（
毛
利
台

団
地
）
と
周
辺
開
発
 

よ
く
保
全
さ
れ
た
農
地
 

宮
の
里
団
地
 

工
業
の
立
地
 

整
備
さ
れ
た
住
宅
団
地

（
ま
つ
か
げ
台
団
地
）
 

よ
く
整
備
さ
れ
た
 

内
陸
工
業
団
地
）
 ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店

舗
や
工
業
の
立
地
 

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店

舗
等
の
集
積
地
 

尼
寺
原
工
業
団
地
 

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
店

舗
等
の
集
積
地
 

活
気
あ
る
中
心
市
街
地
 

小
田
急
赤
羽
根
団
地
と

こ
れ
に
近
接
す
る
東
京

農
業
大
及
び
湘
北
短
大
 

小
田
急
小
田
原
線

本
厚
木
駅

S
O
N
Y
厚
木
工
場
が
立
地
 

東
京
繊
維
流
通
セ
ン
タ

ー
な
ど
繊
維
流
通
団
地
 

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

近
接
し
た
流
通
施
設
 

許
諾
番
号
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０
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-
第
２
４
２
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小
田
原
市
の
現
状
と
課
題

 

＜
都
市
の
特
性
＞

 
○
 
東
京
都
心
か
ら

75
km
圏
に
位
置
す
る
神
奈
川
県
西
部
の
中
核
都
市
で
、
北
條
氏
以
来
、
小
田
原
城
を
中
心
と
し
て
栄
え
た
。

JR
東
海
道
本
線

 小
田
原
駅
周
辺
と

JR
東
海
道
本
線

 鴨
宮
駅
周
辺
に
商
業
が
集
積
し
て
い
る
。
丘
陵
部
に
森
林
・
果
樹
園
、

平
野
部
に
は
田
園
と
工
業
・
住
宅
地
、
南
に
相
模
湾
が
広
が
る
。

 
○
 
東
京
都
心
か
ら

45
～

60
分
圏
に
位
置
す
る
人
口
増
加
都
市
で
、
新
幹
線
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

20
01
年
よ
り
運
行
さ
れ
て
い

る
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
新
宿
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
し
た
。

 
○
 
鉄
道
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
性
を
有
し
て
い
る
（

JR
東
海
道
新
幹
線
・
東
海
道
本
線
・
大
雄
山
線
、
小
田
急
線
、
箱
根
登
山
鉄
道

な
ど
）
。

 
○
 
交
流
機
能
の
拡
充
と
、
自
立
性
の
高
い
中
核
都
市
を
目
指
し
、
小
田
原
駅
周
辺
、
小
田
原
城
址
、
広
域
幹
線
道
路
な
ど
の
各
整
備

を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
集
積
め
ざ
す
「
西
湘
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」
も
分
譲
中
と
な
っ
て
い
る
。

 
○
 
富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、
小
田
原
が
『

21
世
紀
Ｓ
Ｋ
Ｙ
（
静
岡
、
神
奈
川
、
山
梨
）
圏
構
想
』
を
提
唱

し
て
い
る
。

 
○
 
城
下
町
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
広
域
的
な
観
光
拠
点
で
あ
る
。

 
 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 
○
 
面
積
は

11
4.

1k
㎡
で
、
人
口
は
約

19
.9
万
人
、
一
般
世
帯
数
は

7.
4
万
世
帯
で
あ
る
（

20
05
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）
。

19
90

～
20

00
年
の
人
口
増
加
率
は

3.
5％
で
、

70
年
代
以
降
、
増
加
率
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
。

 
○
 

19
95
年
以
降
は
転
出
超
過
傾
向
が
続
く
（
特
に

20
歳
代
）
。

 
○
 

20
00
年
か
ら

20
10
年
に
か
け
て
人
口
減
少
に
転
じ
、

20
30
年
に
は

16
.6
万
人
ま
で
減
少
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

 
○
 
急
激
な
人
口
増
加
時
期
が
な
か
っ
た
た
め
（

40
年
代

32
％
増
、

60
年
代

25
％
増
）
、
人
口
構
造
上
目
立
っ
た
コ
ー
ホ
ー
ト
は
見

ら
れ
な
い
（
最
も
多
い
の
は

55
～

59
歳
人
口
で
全
国
に
近
い
構
造
）。

 
○
 
現
状
で
人
口
密
度
の
高
い

JR
東
海
道
線

 鴨
宮
駅
南
部
に
お
い
て
高
齢
者
の
増
加
が
顕
著
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

 
 ＜
都
市
構
造
＞

 
○
 

D
ID
地
区
面
積
は

19
90
年
か
ら

19
95
年
に
か
け
て
微
増
、

19
95
年
か
ら

20
00
年
に
か
け
て
は
横
這
い
で
、

20
00
年
時
点

で
市
域
の
約

26
％
を
占
め
て
い
る
。

 
○
 
城
下
町
と
い
う
拠
点
と
東
海
道
と
い
う
軸
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
市
街
地
が
拡
大
し
た
現
在
も
基
本
的
な
構
造
は
変
わ
ら

な
い
。
今
後
も
こ
の
基
本
構
造
を
継
承
す
る
方
向
で
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

 
 ＜
中
心
市
街
地
＞

 
○
 

JR
東
海
道
本
線

 小
田
原
駅
は
鉄
道
利
用
人
員
が
減
少
し
、
小
田
原
城
の
観
光
客
誘
客
力
が
弱
ま
る
。
中
心
商
業
市
街
地
は
、
大

規
模
小
売
店
舗
の
撤
退
と
郊
外
へ
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
出
店
に
よ
り
、
活
力
低
下
と
空
洞
化
現
象
が
起
き
て
い
る
（
シ
ャ
ッ
タ

ー
通
、
空
き
店
舗
敷
地
に
駐
車
場
が
点
在
）
。

 
○
 

JR
東
海
道
本
線

 小
田
原
駅
周
辺
の
再
開
発
事
業
や
幹
線
道
路
網
な
ど
都
市
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

 
○
 

JR
東
海
道
本
線

 小
田
原
駅
周
辺
に
マ
ン
シ
ョ
ン
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
（
西
口
）
な
ど
の
新
規
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

 
○
 
現
在
、
市
が
『
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
』
の
改
訂
作
業
中
で
あ
る
。

 
 ＜
住
居
系
＞

 
○
 
戸
建
て
住
宅
地
を
中
心
と
し
な
が
ら
小
規
模
な
商
業
集
積
と
一
部
に
中
高
層
住
宅
の
立
地
が
見
ら
れ
る
地
区
は
、
早
川
、
中
町
、

蓮
正
寺
、
中
曽
根
、
飯
田
岡
、
穴
部
、
北
ノ
窪
、
矢
作
、
鴨
宮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、
敷
地
の
小
規
模
化
が
進
み
、
近

年
は
中
高
層
建
築
物
が
増
加
し
、
周
辺
の
居
住
環
境
へ
の
影
響
や
景
観
へ
の
配
慮
が
懸
念
さ
れ
る
。

20
05
年

6
月
に
高
度
地
区

を
決
定
し
、
高
さ

15
ｍ
に
制
限
し
た
。
ま
た

20
06
年

2
月
に
景
観
条
例
を
改
正
し
、
景
観
計
画
を
策
定
し
た
。

 
○
 
駅
周
辺
で
は
宅
地
の
小
規
模
化
が
進
む
地
区
が
あ
る
一
方
で
、
市
街
地
拡
大
に
よ
り
低
未
利
用
地
が
残
る
住
宅
地
も
あ
る
。

 
 ＜
商
業
系
＞

 

【
観
 
光
】

 

○
 
県
及
び
箱
根
町
、
真
鶴
町
、
湯
河
原
町
と
共
同
で
設
立
し
た
「
西
さ
が
み
連
邦
共
和
国
観
光
交
流
推
進
協
議
会
」
が
、
観
光
地
域

づ
く
り
実
践
プ
ラ
ン
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

 

 【
商
 
業
】

 

○
 
昭
和

30
年
代
～

40
年
代
（

19
55
年
～

19
74
年
）
の
百
貨
店
等
の
出
店
を
契
機
に
、
駅
東
口
周
辺
約

30
0ｍ
以
内
の
地
区
に
高

密
な
商
業
地
が
形
成
さ
れ
た
。

 

○
 
駅
前
・
駅
周
辺
地
区
の
商
店
街
の
特
性
は
買
回
り
品
業
種
が
多
い
。
駅
前
は
広
域
型
、
駅
周
辺
は
地
域
・
近
隣
型
の
商
店
街
。
駅

周
辺
の
多
く
の
商
店
街
で
は
空
き
店
舗
の
増
加
や
後
継
者
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
川
東
地
区
へ
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
出
店
（

20
00
年
ロ
ビ
ン
ソ
ン
出
店
）
に
よ
っ
て
、
中
心
市
街
地
の
商
業
的
地
位
が
低
下
し

た
。

 
 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
市
の
主
力
産
業
で
あ
る
化
学
、
医
薬
品
、
情
報
機
器
産
業
は
研
究
開
発
費
の
抑
制
、
製
造
部
門
の
海
外
流
出
が
進
ん
で
い
る
。

 

○
 
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
そ
の
利
活
用
を
含
め
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
（
農
業
へ
の
法
人
参
入
、
農
業
者
と
都
市
住
民
と
の
交
流
等
）
。
 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 
鉄
道
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
性
を
生
か
し
て
、
広
域
商
業
中
心
あ
る
い
は
都
市
型
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

○
 
ゆ
る
や
か
な
人
口
増
加
を
継
続
さ
せ
る
駅
周
辺
の
受
け
皿
を
計
画
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

○
 

JR
東
海
道
本
線

 小
田
原
駅
及
び
駅
周
辺
地
区
へ
の
交
流
人
口
に
対
応
す
る
新
た
な
広
域
交
流
機
能
を
創
出
す
る
広
域
交
流
コ

ア
づ
く
り
が
課
題
（
歩
行
者
・
自
動
車
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
性
を
高
め
る
交
通
環
境
の
改
善
等
）
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
こ
れ
と
連
動
し
た
小
田
原
駅
東
西
周
辺
の
広
域
商
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
、
既
存
商
業
地
の
活
力
づ
く
り
、
交
流
人
口
を
生
か
し

た
観
光
商
業
の
創
出
・
育
成
が
課
題
（
各
地
区
が
も
つ
特
性
を
活
用
し
た
ア
ー
バ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
）
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
中
心
市
街
地
の
夜
間
人
口
を
増
加
さ
せ
る
居
住
機
能
の
強
化
に
加
え
、
駐
車
場
不
足
（
特
に
駅
周
辺
）
、
後
継
者
不
足
へ
の
対
応
、

お
城
通
り
再
開
発
事
業
の
促
進
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
市
民
や
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
し
て
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
、
周
辺
地
域
と
合
わ
せ
て
歴
史
と
文
化

を
感
じ
さ
せ
る
観
光
エ
リ
ア
と
し
て
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。“
な
り
わ
い
交
流
館
”
の
活
用
や
「
街
か
ど
博
物
館
」
め
ぐ

り
な
ど
、
商
業
資
源
と
観
光
資
源
を
連
携
さ
せ
た
体
験
型
観
光
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

○
 
国
際
的
な
観
光
地
で
あ
る
富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
の
重
要
拠
点
と
し
て
、
小
田
原
駅
周
辺
の
機
能
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

○
 
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
小
田
原
城
址
公
園
の
魅
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

○
 
小
田
原
駅
東
西
自
由
連
絡
通
路
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
の
開
通
を
契
機
と
し
た
駅
前
地
区
商
業
の
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 

●
 
中
心
商
業
市
街
地
は
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
撤
退
と
郊
外
へ
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
出
店
に
よ
り
、
活
力
低
下
と
空
洞
化
現
象
が

起
き
て
い
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
、
空
き
店
舗
敷
地
に
駐
車
場
が
点
在
し
、
夜
間
人
口
減
少
、
後
継
者
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

史
跡
（
小
田
原
城
等
）
～
中
心
市
街
地
（
特
に
駅
か
ら
海
側
）
～
交
通
結
節
点
（
新
幹
線
駅
）
を
回
遊
さ
せ
一
体
的
に
振
興
す
る

都
市
型
観
光
地
化
が
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
で
あ
る
。

 

○
 
基
幹
産
業
以
外
の
様
々
な
産
業
が
集
積
し
、
相
互
に
関
連
し
あ
う
構
造
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
の
伸
び
悩
み
を
打
開
す
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
研
究
開
発
型
企
業
の
西
湘
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
へ
の
誘
致
を
進
め
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
新
産
業
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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郊
外
大
型
店
が
立
地
。
店
舗
面
積

48
,0

00
㎡
。
延
床

11
6,

00
0
㎡
。

 

西
湘
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
。
研
究
開
発
型
企
業
の

誘
致
を
進
め
て
い
る
。
敷
地
面
積

30
.3

ha
、

分
譲
面
積

20
.4

ha
。

 

●
駅
東
口
周
辺
約

30
0ｍ
以
内
の
地
区
に
高
密
な
商
業
地

が
形
成
。
駅
前
は
広
域
型
、
駅
周
辺
は
地
域
・
近
隣
型
の

商
店
街
。

 

20
05
年

6
月
に
高
度
地
区
が
決
定
さ
れ
、
小
田
原
駅
周
辺

の
商
業
地
域
は
高
さ

31
ｍ
が
上
限
。

 

中
心
商
業
市
街
地
は
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
撤
退
と
郊
外

へ
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
出
店
に
よ
り
、
活
力
低
下
と
空

洞
化
現
象
が
起
き
て
い
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
、
空
き
店
舗
敷

地
に
駐
車
場
が
点
在
し
、
夜
間
人
口
減
少
、
後
継
者
不
足

市
街
地
拡
大
に
よ
り

低
未
利
用
地
が
残
る

住
宅
地
も
あ
る
。

 

駅
周
辺
に
マ
ン
シ
ョ
ン
、
大
学
（
西
口
）
な
ど

の
新
規
開
発
が
進
む
。
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
（
小

田
原
保
健
医
療
学
部
）
が

20
06
年
４
月
開
校
予

定
。
小
田
原
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３
分
の
都
市
型

キ
ャ
ン
パ
ス
。
 

小
田
原
駅
東
口
駅
前
の
『
お
城
通
り
再
開
発

事
業
』
を
進
め
て
い
る
。
高
さ

31
ｍ
、
延

床
面
積

18
,0

00
㎡
の
複
合
ビ
ル
（
ホ
テ
ル
、

業
務
、
商
業
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
）
が
計
画

中
。

 
『
一
般
住
宅
地
』
地
区
で
は
、
敷
地
の
小
規
模
化
が

進
み
、
近
年
は
中
高
層
建
築
物
が
増
加
し
、
周
辺
の

居
住
環
境
へ
の
影
響
や
景
観
へ
の
配
慮
が
懸
念
さ

れ
る
。

 

20
05
年

6
月

15
日
に
高
度
地
区
を
決
定
し
、
高
さ

15
ｍ
に
制
限
し
た
。
ま
た

20
06
年

2
月
に
景
観
条

例
を
改
正
し
、
景
観
計
画
を
策
定
し
た
。

 

小
田
原
駅
は
鉄
道
利
用
人
員
が
減
少
し
、
小

田
原
城
の
観
光
客
誘
客
力
が
弱
ま
る
。

 

『
低
層
住
宅
地
』
地
区
で
は
、

駅
周
辺
は
宅
地
の
小
規
模
化
が

進
む
地
区
が
あ
る
。

 

小
田
原
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
 

J
R
東
海
道
本
線

小
田
原
駅

小
田
急
小
田
原
線
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１－３ 首都圏における高齢社会の影響 

 
（１）公共公益施設及び土地利用 

高齢化に伴う公共公益施設への需要に関して、今後以下のような事項について重視す

べきである。 
① 老人福祉施設など要介護高齢者のための施設や元気な高齢者のための施設需要
の増大 

② 既存施設のバリアフリーなどユニバーサルデザイン化の推進 
 
①については、2000年の介護保険導入に伴い、介護支援センターや有料老人ホームな
ど民間が参入できる機会が増えたことにより、相当部分が民間でサービス提供がなされ

ている。介護保険制度創設時に想定されていたよりもサービス利用者数が増加したこと、

軽度者の維持・改善（介護予防）の効果が十分に見られないことなどを踏まえて、介護

保険制度が改正（2006 年 4 月より開始）されるとともに、年金財政の悪化から年金制
度改革、さらには医療制度改革も進められようとしている。しかし、支えられる側の母

数（高齢者数）自体は増加を続けることが確実なことと、受益を減らし、負担を増やす

にしても国民的合意を得るためには一定の限度があると考えられるため、保険財政の安

定的運営がどの程度実現するかは不透明な状況である。 
2004年度末を終期とする『ゴールドプラン２１』後の新たなプランの策定の方向性、
中長期的な介護保険制度の課題や高齢者介護のあり方について検討するために設置さ

れた「高齢者介護研究会」の研究報告である「2015年の高齢者介護」では、生活の継続
性を維持するための新しい介護サービス体系の構築のために、１）在宅で３６５日・２

４時間の安心（切れ目のない在宅サービス）を提供する仕組みづくり、２）自宅、施設

以外の多様な「住まい方」の実現、３）施設機能の地域展開・ユニットケアの普及・施

設機能の再整理、４）地域包括ケアシステム確立の重要性が指摘されている。 
また、介護を必要としない健康な高齢者も増大することから、これらの健康な老人が

生き生きと活動できる施設も必要である。各種趣味の講座やスポーツの機会提供などの

施設需要へ対応する必要がある。高齢者が増加する一方、少子化により児童・生徒など

の人数は減少にあることから、今後余剰となるこれらの施設の転換を図ることも考えら

れる。 
 
②については、2005年７月に「ユニバーサルデザイン政策大綱」が国土交通省におい
て策定され、段差の解消やエレベーター設置などが公共空間には義務付けられるように

なってきている。利用者ならびに施設数の多い首都圏においては、これをさらに進めて

いくことで対応することができる。 
 
土地利用については、これまでの人口増加に対応した土地利用方針から脱却し、場合

によっては人口減少に対応した施設整備の抑制・廃止を進めていく必要が出てこよう。

この際には新たな土地開発の抑制はもちろんであるが、首都圏においては、これまで以

上に緑の保全や、クラインガルテンのような市民農園・借地農園としての利用を進める

など、生活環境の維持保全を目的に開発地域の縮小を図っていくことも必要となる。 
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（２）財政への影響 

高齢化は地方財政、とりわけ歳入に大きな影響を及ぼすことが想定される。地方税収

の大きな部分は固定資産税と住民税であり、土地や建物に課税される固定資産税は高齢

化の影響は受けない。一方で住民税は所得が課税標準であり、所得の大きさにより税収

は左右される。高齢化に伴うリタイア層の増大は、給与所得の大幅な減少から税収の減

少を引き起こす。このように地方税収は減少する一方で、高齢者の福祉ニーズの増大、

あるいは施設整備に伴う維持管理費の増大が進むことで財政は逼迫の度合いを強める

ことが想定される。 
 

（３）地域経済への影響 
地域経済に及ぼす影響については、消費者としての面と勤労者（生活者）としての面

が考えられる。リタイアした高齢者が増加することによる所得の減少による消費の減少

が想定される。消費者は自らの所得の範囲内で消費を行っていくことからリタイアした

高齢者が増加することによる所得の減少は当然消費の減少をもたらす。しかし一方で、

これまで都心に通勤していた彼等は、1日居住地で生活をする全日制市民になるわけで、
都心に落としていた消費を地元で行うことによるプラス効果も見込まれる。しかし、プ

ラス効果は所得＝消費の減少分には及ばないと考えられることから経済にはマイナス

効果が働くだろう。 
次いで生産者としての面については、高齢者といっても未だ元気な高齢者は働く意欲

は旺盛に持っていることから、この意欲ある人材をいかに活用するかが地域経済にとっ

ても重要となる。蓄えもノウハウもある高齢者に起業のチャンスを与えることで新たな

コミュニティビジネスを開花させ、地域循環を高め、豊かにしていくことが重要である。 
 
（４）地域社会への影響 

高齢者が多くなることにより、地域社会は活力を失っていくことも考えられる。この

点で深刻なのは同年代が多く住むニュータウンである。1940年代、1950年代に開発さ
れたニュータウンは高齢層が多数居住する『オールドタウン』となってしまい、地域活

力の低下に悩まされる街となる可能性も高い。このような街では商店も徐々に衰退し、

近隣商業さえも崩壊に繋がり、しいては居住人口が減少、街がゴーストタウン化し、整

備された公共施設が利用されずに無駄になることも考えられる。 
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